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CO2排出量とエネルギー資源調達の安定性から見た各種電源

（注） 燃料輸入の難しさ度合い ＝（世界のエネルギー資源確保の難しさ度合い）＋（日本の輸入相手先による資源確保の難しさ度合い）
  ＝（資源埋蔵地域の偏り＋輸出量の偏り）×（各国の政治的・経済的な不安定度）＋（日本の輸入相手国の偏り）×（各国の政治的・経済的な不安定度）
 なお、各国の政治的・経済的な不安定度は、（独）日本貿易保険による国の格付けに基づき10段階（0.1～1.0）で評価しており、例えばオーストラリアは0.1、アフガニスタンは1.0

出典：（一財）電力中央研究所「原子力の燃料供給安定性の定量的評価（2008.4）」他より作成
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燃料供給の安定性に優れ、
二酸化炭素の排出量も少ない

燃料供給の安定性に優れているが、
二酸化炭素の排出量も多い
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